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岡崎再生

「岡崎に生まれて

　　本当に良かった！」

そう思えるまちづくりを

May
or’s
 Co
lum
n

　岡崎の中山間地域「オクオカ」で、おかざきかき氷街道が開催されています。８年目を迎
えた今年のテーマは、冷たさとともに幸福感をもたらし、食べると気分もリフレッシュ、ま
さに一口で元気を取り戻すような心と体に優しいひとときをお届けする「口福氷」。加盟す
る10店舗で、ぬかたの天然水「仙水」を使用した氷と各店舗でアイデアを凝らした、地元産
のゆず・ブルーベリー・お茶などを使用した手作りシロップによるかき氷が楽しめる、夏の
定番イベントです。私も食べましたが、味はもちろん見た目も色鮮やかに工夫されたかき氷
をひと口頬張ると「口福（幸福）」感に包まれ、大変おいしくいただきました。
　令和８年１月に合併20周年を迎える額田地域を含む「オクオカ」は、岡崎市が誇る緑の資
産です。この素晴らしい資源を活

い

かした地元のかたがたの取り組みを市が支援することで、
持続可能な魅力ある地域を目指していく、その取り組みの一つが、おかざきかき氷街道です。
ここでしか食べられない「まるっとぬかた」のおいしさの詰まった「口福氷」をぜひ多くのか
たにお楽しみいただき、さらなる「オクオカ」の活性化につながることを期待しています。

おかざきかき氷街道
「口福氷」でオクオカの活性化を
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　古くから伝わる農事を再現した「庭祭り」から始まり、ク
ライマックスの鬼と鬼を追う松

たい

明
まつ

を持つ若衆が乱舞する
「火祭り」が見どころの瀧山寺鬼祭り。この祭りは天下泰平
や五穀豊穣を祈願する祭礼で、鎌倉時代、源頼朝が祈

き

祷
とう

したことが起源だと伝えられています。令和まで800年続
く伝統の祭りが、「愛知県下で火祭りの形態をとる修正会
の鬼祭り唯一の伝承例で、三河地方における鬼祭りの地
域的な様相や日本における民間信仰の変遷を考える上で
重要」とされ、３月28日、国の重要無形民俗文化財に指
定されました。瀧山寺の山田亮盛住職は「地域で守り続け
てきた祭りが認められ、大変名誉なことだと感じています。

少しでも長く続けてい
きたいです」と、国の
指定に向けて歩み出し
てから10年越しの想
いを安

あん

堵
ど

の表情で語り
ます。

　瀧山寺鬼祭り保存会は滝町の住民からなる保存会で
す。国の指定に向けて取り組んだのは記録作成。市の報
告書作成に協力し、有識者や学芸員と祭りの現況や歴史
的変遷の調査を行いました。その後、準備から当日までの
様子を映像で撮影し、将来への継承を図りました。鷲

す

見
み

滋
しげ

彦
ひこ

副会長は「私たちが変わらず続けてきたことを形に残し
ていく作業でした」と振り返ります。
　中根守

もり

久
ひさ

会長は「次の課題は若い世代への祭りの継承」
だと話します。保存会では約30年前から本番は見学しか
できない子どもたちでも憧れの松明を持てる場づくりに取
り組んでおり、ちょうど今、その頃の子どもたちが祭りを
支える存在になっています。「国指定を受け、継承への想
いも一層強まりました。これからも子どもの頃から祭りに
親しんでもらい、将来の担い手になってくれるよう地域一
丸となって取り組んでいきたい」と話す中根会長。瀧山寺
鬼祭り保存会は名実ともに岡崎市の顔となった瀧山寺鬼
祭りをこれからも守り続け、未来へと継承していきます。




